
別添様式

都道府県、政令市名

基金の名称

基金の目的

27年度末基金総額（a=b+c+d+e） 308,671,552 26年度末基金総額 329,324,961

　うち国費相当額（b） 154,294,240 ▲27年度基金執行額 20,736,481

　うち地方負担相当額（ｃ） 154,294,240 　27年度基金運用益 83,072

　うち運用益（国費相当分）（ｄ） 41,536 　27年度その他造成額 0

　うち運用益（地方負担相当分）（e） 41,536

島根県

しまね環境基金

島根県環境基本条例に基づく環境の保全に関する施策を推進するため



別添様式

執行額

目的

期間 平成２７年５月１２日～平成２８年２月１９日

実績

環境学習会の開催
（１）森林保全
　　①下刈り学習体験（山の仕事と自然体験）
　　　[開催日：平成27年8月8日（土）／場所：奥出雲町／参加人数：15名]
　　②森林保全環境学習（竹筒ごはんとおもちゃづくり）
　　　[開催日：平成27年9月5日（土）／場所：雲南市／参加人数：12名]
　　③紅葉祭
　　　[開催日：平成27年10月31日（土）、11月1日（日）／場所：飯南町／参加人数：179名]
　　④人工雑木林整備体験（山の木を使ってなにができるかな体験！～人工林と雑木林、
　　　 今、必要なことは？）
　　　[開催日：平成27年11月21日（土）／場所：奥出雲町／参加人数：23名]
　　⑤葛リース作成体験（里山素材のリースづくり）
　　　[開催日：平成27年12月5日（土）／場所：奥出雲町／参加人数：23名]
　　⑥環境学習会の開催に向けた取組
　　　[開催日：平成27年10月2日（金）～平成28年2月1日（月）／場所：飯南町]

（２）農地保全
　　①農地保全環境学習（夏の畑で収穫体験）
　　　[開催日：平成27年7月4日（土）／場所：雲南市／参加人数：12名]

（３）環境美化
　　①環境美化学習（ゴミを拾い馬と遊ぶ体験！～歩いて守ろうさくらおろち湖の美）
　　　[開催日：平成27年10月24日（土）／場所：雲南市／参加人数：23名]
　　②企業CSR活動
　　　[開催日：平成27年10月31日（日）／場所：飯南町／参加人数：73名]

（４）森の観察会
　　①環境体験学習（深野川の生き物調査）
　　　[開催日：平成27年6月19日（金）／場所：雲南市／参加人数：11名]
　　②尾原ダム環境学習（ダム見学・観察と写生会）
　　　[開催日：平成27年6月24日（水）／場所：奥出雲町／参加人数：10名]
　　③ヤマメの学習
　　　[開催日：平成27年8月22日（土）／場所：飯南町／参加人数：20名]
　　④環境体験学習（深野川流域の生き物と環境調査）
　　　[開催日：平成27年9月4日（金）／場所：雲南市／参加人数：12名]
　　⑤森と湖の観察会（自然観察と間伐体験）
　　　[開催日：平成27年12月7日（月）／場所：奥出雲町／参加人数：14名]
　　⑥水源地域環境展示
　　　[開催日：平成28年1月25日（月）、2月14日（日）／場所：松江市／参加人数：50名]

（５）農業体験
　　①農業体験（放牧酪農体験・写生会）
　　　[開催日：平成27年7月14日（水）／場所：奥出雲町／参加人数：19名]
　　②稲刈り体験
　　　[開催日：平成27年9月12日（土）／場所：飯南町／参加人数：17名]

公募状況

公募対象及び公募期間
（１）森林保全
　①下刈り学習体験；実施日の２ヶ月前から受付、定員に達した時点で締切
　②森林保全環境学習；実施日の３ヶ月前から受付、定員に達した時点で締切
　④人工林雑木林整備作業；実施日の５ヶ月前から受付、定員に達した時点で締切
　⑤葛リース作成体験学習；実施日の６ヶ月前から受付、定員に達した時点で締切
（２）農地保全
　①農地保全環境学習；実施日の１ヶ月前から受付、定員に達した時点で締切
（３）環境美化
　①環境美化学習；実施日の４ヶ月前から受付、定員に達した時点で締切
（４）森の観察会
　③ヤマメの学習；実施日の１週間前から受付、定員に達した時点で締切
（５）農業体験
　②稲刈り体験：実施日の１ヶ月前から受付、定員に達した時点で締切
　　（※公募による参加者の決定は先着順）

１　水源地域環境活動推進事業

４，６７４千円（うち基金充当額４，６７４千円）

斐伊川・神戸川の流域をはじめとする住民の参加による環境学習会を開催し、公共事業によって
失われた自然の再生を通して、広く（地域・世代）環境保全知識の普及・啓発を図る。



執行額

目的

期間

実績

公募状況

963,256円（うち基金充当額963,256円）

自然公園等の貴重な自然環境を有する地域で熱意を持って保全活動を行っているボランティア
団体、地元自治体等が中心となり、一般県民も参加して施設の環境整備等を通じて、もってボラ
ンティア活動の支援と県民の自然保護意識醸成を図る。

平成２７年９月２日～平成２８年３月１１日

ボランティアによる自然公園等の整備
   　下記の２事業について、地元自治会等が主催となり実施した。
（１）宍道湖北山県立自然公園（鰐淵寺・北山地区）に自然保護啓発看板３基を設置
　　実施日：平成２７年１１月１２日
　　参加者数：１１名
（２）比婆道後帝釈国定公園（船通山地区）に自然保護啓発看板２基を設置
　　実施日：平成２７年１１月１８日
　　参加者数：１１名

自然保護活動の普及啓発
　普及啓発について、２団体に対し以下のとおり委託を行った。

　（１）委託名：立久恵峡県立自然公園における看板製作・設置の業務委託
  委託目的：立久恵峡県立自然公園に植物名札、名所の説明看板を設置することにより、
　　　　　　　　環境美化及び保全を呼びかけ、自然保護意識の醸成をはかる。
　委託内容：
　　 ・看板（説明看板1基、植物名札3基）の製作。
　　 ・上記看板を立久恵峡県立自然公園内に設置し、実施報告書を提出。
　委託期間：平成２７年９月２日～平成２７年１２月１０日
　業務完了日：平成２７年１０月２１日

　（２）委託名：みんなで守る郷土の自然選定地域「常盤山カシ林」おける看板製作・設置の委託業務
  委託目的：みんなで守る郷土の自然選定地域「常盤山カシ林」に選定地域説明看板、誘導看板、
　　　　　　　 樹木名看板を設置し、自然観察会等で利用することで自然保護の普及啓発をはかる。
　委託内容：
　　 ・看板（説明看板1基、誘導看板5基、樹木名看板30基）の製作。
　　 ・上記看板をみんなで守る郷土の自然選定地域内に設置し、実施報告書を提出。
　委託期間：平成２７年１２月８日～平成２８年３月１６日
　業務完了日：平成２８年３月１１日

-

２　自然公園等ボランティア支援事業



執行額

目的

期間

公募状況

　②ミミズコンポストBoxによる生ごみ減量と効果測定
　　ア．講演会の実施
　　　　実施日：　平成27年10月15日
　　　　実施場所：　益田市立市民学習センター（益田市元町）
　　イ．県外視察の実施
　　　　実施日：　平成27年11月17日
　　　　実施場所：　ﾐﾐｽﾞﾘｻｲｸﾙBox設置施設（和歌山県岩出市根来）
　　ウ．生ごみ計量の実施
　　　　実施期間：　平成28年2月～3月
　　　　取組者：　益田市民等　4名
　　　　結果：　228 ｋｇ
　　エ．意見交換会の実施
　　　　実施期間：　平成27年12月14日、平成28年1月19日、2月16日、3月18日
　　　　実施場所：　益田市役所、市民学習センター及び現地（益田市白上町）

　③広報資材整備等
　　ア．広報および啓発動画の作成
　　　　本年度の取組を今後の生ごみ減量にかかる普及啓発に活かすため、報動画
　　　を作成した。
　　　　制作数：２編（第１話「台所の生活習慣を見直そう」、第２話「おウチの生ごみ
　　　活用術」）
　　イ．啓発ブックレットの作成
　　　　家庭での生ごみ減量の取組を解説したブックレットを作成し、市町村等関係
　　　機関に配布した。
　　　制作数：2,000部

-

実績

(4)生ゴミ減量の実践と見える化及び広報
　①コンポスト容器による生ごみ減量と効果測定
　　ア．講演会の実施
　　　　実施日：　平成27年11月12日
　　　　実施場所：　サロン・ド・ゆきみーると七色館中庭(大田市大田町)
　　イ．生ごみ計量の実施
　　　　実施期間：　平成27年12月～平成28年3月
　　　　取組者：　大田市民　７名
　　　　結果：　165 kg
　　ウ．意見交換会の実施
　　　　実施日：　平成28年3月29日

６，０８０千円（うち基金充当額６，０８０千円）

喫緊の課題である地球温暖化防止対策や廃棄物の削減等環境保全の重要性を、各種媒体を活
用して分かりやすく広報や実践することにより、普及啓発を図る。

平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日

見える化を取り入れた環境保全普及啓発事業
(1)「見える化」広報
　楽しみながらできる省エネ“足し算の省エネ”のすすめ事業
　　普及啓発の新たな視点である「楽しみながらできる省エネ」“足し算の省エネ”とは何かを知っ
てもらうため、家庭を対象とし、世帯構成にあった“足し算の省エネ”を紹介するための媒体を作
成した。
　　①　子育て世帯向け　　ホームページ用コンテンツ
　　②　 高齢者世帯向け　　リーフレット　　冊数　3,000部

(2)環境イベントへの出展
　８市町実施（平成27年9月13日～平成28年2月14日）
　内容：体験コーナー＆展示

(3)広報資材整備等
　①マイバック利用広報資材
　　　ポスター作成　300枚
　　　ステッカー作成　200枚
　　　クリアファイル作成　1,100枚
　②マイバック利用啓発広報
　　県地方機関、市町村、しまねエコショップ認定店と連携し、ポスター、ステッカーを設置した。
　　　実施期間：　平成27年10月7日～11月30日
　③エコドライブ啓発広報
　　エコドライブ啓発のラジオCMを作成し、FM山陰の番組内のコーナー及びスポットCM
　で放送した。
　　実施期間：　平成27年11月～平成28年1月

３　見える化を取り入れた環境保全普及啓発事業



執行額

目的

期間

実績

公募状況

　エコアドバイザーによる省エネ診断は、事業者の具体的な省エネ対策を支援してきた。この診
断結果を参考に、実際の省エネ手法、削減効果や削減コストを「見える化」し、他事業所に対し
て、わかりやすく取り組みやすい情報提供を行うため、パンフレットを作成配付する。

平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日

「環境法令概要ガイド」（環境法令の見える化）の作成
　省エネ対策手法に取り組むに当たり、環境法令の遵守を果たしているかどうかが必須となる。
　また、企業活動を行う中、法令遵守への要求は、一層強まっており、省エネ手法を実践、検証す
る環境マネジメントの視点においても重要である。
　当ガイドでは、企業の取り組み目線を重視して、内容構成を行った。

　①規制に係る環境法令（36法令）、環境に係る基本法（9法令）、支援法を掲載（9法令）。
　②特に、規制に係る環境法令では、業種別に自社に適用される法令かどうか一次的にスクリ
　　ーニングしてもらえることを編集意図とした。
　③環境に係る基本法、支援法に関しては、環境マネジメントを意識し、「機会」（環境配慮型
　経営）の活用への展開に役立つこと期待した。

-

４　見える化を取り入れた事業者向けパンフレット作成事業

２，７０４千円（うち基金充当額５１４千円）



執行額

目的

期間

実績

公募状況

　企業に環境配慮型経営に長けた人材を派遣し、社員等に省エネ等の手法等を伝播し、現状を
見える化しながら企業全体の環境型配慮経営の取り組みを支えるとともに、その取組や成果を事
業者部会企業に広げる。

平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日

中小企業社内研修
(1) 事業所にあったECOアドバイザー等の最適講師の派遣による、研修会の実施
　①しまねストップ温暖化宣言事業者を対象に、事業所の社員等に研修会を開催。
　　　・開催時期：平成２７年５月、９月、平成２８年１月
　　　・開催事業所数：３事業所
　　　・開催内容：①社内人材養成集合型研修（２回）－省エネ手法、知識、事例の
　　　学習等
　②見える化導入型研修   （１回）－データの見える化手法、活用方法の提案、検討
　　　・出席者数：延１５５名（第１回５３名、第２回９３名、第３回９名）

(2) 運用改善の取組事例紹介
  社内の環境人材が豊富になることにより、息切れせずに運用改善をはじめとする対応が的確に
かつ長期展望に基づいて実行できる実例を、飲食店のサービス等を題材に紹介した。

(3)省エネ対策の着眼点
  事業者に最適な「運用改善」を直ちに行うことができ、即効性のある省エネ等の効用実現と企業
の社員等の意識が高めることにより更なる環境経営の充実が期待でき、継続的な改善が可能と
なった。

(4)改善のヒントとなる取り組みについて
  フロン排出規制とその対応方法例を紹介した。

－

５　中小企業社内研修支援事業

４８３千円（うち基金充当額４８３千円）



執行額

目的

期間

実績

公募状況

幼稚園及び保育園に通園する未就学児や小学生を対象とした普及啓発活動は、その保護者で
ある比較的若年層の成人や、これらの園児等を孫にもつ高齢者などにも影響が大きく、幅広い年
齢層に波及的な効果を与えることが可能である。
そこで、これら未就学児等とその保護者を対象とし、家庭において親子で簡単に取り組めるわか
りやすい省エネ行動を促すワークシートを配布し、取組を促す。

平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日

ワークシートの作成・配布
(1)幼・保育園児向けワークシートの作成と配布
　幼稚園児、保育園児とその保護者に家庭内で省エネに取り組んでもらえるよう、「親子で取り組
むもったいない生活事業」を幼稚園及び保育園を所管する県各課と連携して各園に参加を呼び
かけ、親子がともに家庭で取り組める簡単でわかりやすいワークシートを作成し配布した。
　実施期間：　平成27年７月～平成28年１月
　実施園数：　夏期：54園（園児数：1,692名）、冬期：44園（園児数：1,405名）
　削減量：　1,346kg-CO2

(２)小学生向けワークシートの作成と配布
　小学生とその保護者に家庭内で省エネに取り組んでもらえるよう、松江市内の小学4年生に、親
子がともに家庭で取り組める簡単でわかりやすいワークシートを作成し配布した。
　実施期間：　平成27年7月～平成27年8月
　実施校数：　24校（児童数：669名）
　削減量：　9,505kg-CO2

-

６　親子で取り組むもったいない生活事業

３，９００千円（うち基金充当額１，５００千円）



執行額

目的

期間

実績

公募状況

家庭における省エネルギーの取組を一層推進するために、わかりやすく取り組みやすい情報提
供を行うことを目的とし、家庭の省エネルギーについて最新の情報に基づいた、具体的な取り組
みが一目でわかり、すぐに行動につなげやすいパンフレットを作成する。

平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日

わかりやすいパンフレット（ブックレット）の作成
　家庭におけるCO2削減を進めるため、主婦層や就学前の幼児向けにわかりやすい普及開発資
材等を作成し、省エネ行動の促進を行なった。
　①概要
　　キャラクターを使い未就学児が自らの行動を考える内容のしかけ絵本を作成した。
　　また、絵本の内容の補足用に解説本（父兄・先生用）を作成した。
　②部数
　　絵本：20冊　　解説本：100冊
　③貸出先
　　各市町村担当課・島根県地球温暖化防止活動推進員・県内各幼稚園・保育所（園）他冊

-

７　見える化を取りれたパンフレット作成事業

１，０００千円（うち基金充当額１，０００千円）



執行額

目的

期間

公募状況 -

地球温暖化についての知見や家庭における省エネ等について普及啓発を行う地球温暖化防止
活動推進員の活動を支援し、一般への普及啓発を促進する。

平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日

実績

地球温暖化防止活動推進員に対する支援・広報
（１）研修による推進員支援
　①　第１回研修　「これからの推進員活動は？」
　　　日　時：平成27年5月20日（水）　10:00～15:30
　　　会　場：あすてらす　(大田市)
　　　参加者　25名
　②　第２回研修　「今年度の活動報告とこれからさらに活動を深めるために」
　　　日　時：平成27年12月16日（水）　13:30～17:00　、　12月17日 （木）   9:00～12:30
　　　会　場：島根県市町村振興センター　（松江市）
　　　参加者　16日　34名　、　17日　25名
　③　第３回研修　「活動をカタチにするために～企画書の作成～」
　　　日　時：平成28年2月26日（金）　10:50～16:00
　　　会　場：いわみーる　（浜田市）
　　　参加者　26名
　④　セミナー研修
　　（東部）日時:　平成27年8月29日（土）　13:00～16:00
　　　　　　 会場:　出雲科学館　(出雲市)
　　（西部）日時:　平成27年8月30日（日）　10:00～13:00
　　　　　　 会場:　いわみーる　(浜田市)
　　　　　　 参加者 （東部）40名（うち、推進員25名）、（西部）70名（うち、推進員10名）

（２）活動経費支援
　推進員の活動を円滑にし、活動にかかる経費の一部を費用弁償するため、活動実績がある推
進員に対して、一律定額5,000円を支給した。

（３）広報（認知度向上のための広報資材整備）
　地域で活動する島根県地球温暖化防止活動推進員を広く知ってもらうため、H26に推進員の愛
称を「しまねエコライフサポーター」に決定。H27は、さらなる認知度向上のため、推進員が活動時
に使用する統一した資材を作成した。
　①しまねエコライフサポーター のぼり 　　　　　　　　 20 枚
　②しまねエコライフサポーター ポロシャツ　　　　　　110 枚
　③ しまねエコライフサポーター ウインドブレーカー　44 枚

８　地球温暖化防止活動推進員の連携強化事業

１，８７４千円（うち基金充当額１，８７４千円）



執行額

目的

期間

実績

公募状況 ー

９　環境保全活動支援事業

３，６５０千円（うち基金充当額３，６５０千円）

第２期島根県環境基本計画に掲げた「参加と協働による地域環境づくりの推進」を行う。

平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日

ＮＰＯ等が行う環境保全活動に対する助成
（１）環境保全活動支援事業　２，５７３千円
第２期島根県環境基本計画に掲げる重点施策を推進するための環境保全活動に対する支援
①対象団体
構成員１０人以上の環境保全活動実践団体（地域住民グループなどの任意組織、ＮＰＯ法人他）
②対象事業
環境保全（第２期島根県環境基本計画に掲げる重点施策に限る。）の実践活動
③補助額
　補助率 ２/３、上限額　８０万円
④募集期間
（１次募集）平成27年4月1日～5月6日
（２次募集）平成27年7月1日～8月12日
⑤実施期間
（１次募集）平成27年4月1日～平成28年2月28日
（２次募集）平成27年7月1日～平成28年2月28日
⑥説明会
　　4月6会場（益田、浜田、大田、出雲、松江、隠岐）において合同説明会を開催
⑦審査会
　　6月18日（1次）、9月3日（2次）
⑧助成実績
　　１３団体　　２，５７３千円

(２)審査会経費等　　１，０７７千円


